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現代に お け る 「身分」 と教育

一 「文化的再 生産」 へ の 視角
一

秋　永　雄　一

1．　 文化的再 生産 ： 社 会的格差 の 「身分」 的再生 産

　今 H ， 現代社会に お ける新た な 「身分」 の 形成 と教育 ・学歴の 関係に 目が 注がれつ

つ あ る （た とえば ， 天野，
1983 ；園田 ， 1983）。

　身分は ，
マ ヅ ク ス ・ウ ェ

ー バ ーの 考察に もか か わ らず ， 以後 の社会学 の 展開の なか

で 正面か ら取 り上 げ られ る こ とは なか っ た 。 身分制社会を打破 した 近代社会に お い て

は ， 身分は 残存す る過去の 遣物で あ り， 階級に 比 べ れ ば副次的な もの とみ な されて ぎ

た か らで あろ う。 「身分」 は 黶 史上 の範囀に 属 し ， 社会学 の 概念で は ない とい う受け

とめ 方が一般 的で ある 。 ウ ＝

一バ ー自身 の 身分に 関す る記述も， 概念とし て は 通歴史

的な もの と して 設定されて い るに もか か わ らず，
「伝統的支配」 に ふ れた部分に 集中

して お り， 事実上歴史的な範躊と し て 扱われ て い る とい
っ て よ い 。 しか し ， あ る歴史

家の 次の 記述に 示 され て い る身分制社会の 諸特徴は ， 現代社会に 全 く無縁なもの と言

え るだ ろ うか ？

　 〔身分制社会の 特微の
一

つ は 〕それぞれ の 個人が な ん らか の 身分集団に 属す る もの

　 と され ，
い ろ い ろ な身分が一

種 の階層秩序 （ヒ エ ラ ル ヒ
ー）をな して い ると こ ろに

　あ る 。

……そ して ，お の お の の 身分は 独 自の 権利や名誉 と結び つ け られ て い た か ら，

　身分制社会は 〈特権の シ ス テ ム 〉 として の 特徴を示 す 。

……身分制社会は
，

…… こ

　れを支配の シ ス テ ム とい う意味で ， 権力 の配分関係 とい う 見地か ら考察す る な ら

　ぽ ， 公的権力の 私的な領有……
に よ っ て 特徴づ け られ る 。

…… 身分制社会 は ， 支

　配
・
隷属 とい う縦 の 人間関係 とともに ， 同じ身分に 属す る権利仲間 ど うしの 横の 結

　合体と して の 社団 corps の形成を必然的に 伴〔う〕
……

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成 瀬治 ，
1985

， 強調点は 引用者）

　 引用文中の 強調部分に 示 され て い る身分制社会の 特徴 は ，現 代 で は 業 績原 理 と絡 み

合 っ て現れ て お り，それだ けに 身分制社会に お け る身分の よ うな明 白な標識 を もた な

い 。 しか し， これ と同等の 機能を果 た す も の の 存在を現代社会の なか に 看て 取 る こ と
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はで きない だ ろ うか 。 それ を こ こ で は 現代に お け る新た な 「身分」　（誤解を招きやす

い 表現だ が）と呼ぶ こ とに すれ ば ， その 形成に は ， 教 育と学歴 ， 学歴 に結 び つ い た職

業資格 と職業 が大 ぎく関与して い るで あ ろ う。

　 フ ラ ン ス の社会学者 ピ n 一
ル ・ブ ル デ ュ

ーが教 育に 着 目す る の も， 業績原理 の 象徴

とされ た 教育や学歴が ， 本来的に 帰属原理 に 立脚す る新た な 「身分」 の 形成に 深 くか

か わ っ て い る とい う認識に 立 つ か らで ある 。 彼が執拗に 追究 して い る テ
ー

マ は ， 業績

主 義を掲げる現代社会にお い て
， 目に 見え に くい か た ちで 成立 して い る新た な 「身分」

と，そ の 格差に も とつ く社会的不平等の 正当化の 問題で ある 。 「身分」 の成立 と
一

定

の ライ ブ ・ス タ イ ル （生 活様式）の 共有 とは 不可 分で あ り， 人 々 の 趣味 ・ 疇好に 導か

れ る ラ イ フ ・ス タ イ ル の 差異 が 文化的格差 として 人 々 を 「身分」的に 分 け隔 て ， 社会

的格差を正 当化す る
。

こ の よ うな彼の 理 論的視角は
，

ウ ェ

ーバ ーの 「支配の 正 当性」

や 「階級 と身分」 に 関す る議論
q ）を 現代に お い て 引き継 ぐもの だ とい える 。 身分 の 世

襲が 禁 じ られ ， 私有財産の 相続に も一定 の 制限が加え られて い る現代に お い て
， 子が

親か ら引き継 く
“
特権は 何か

一
こ の 問題 を 『遺産相続者』 とい う象徴的な題名を もつ

著書に お い て 文化的不 平等 の 問題 として取 り上 げて 以来 ， 『再生 産』 を経 て rラ ・デ

n ス タ ン ク シ オ ン 』 （「人を分け隔て る もの」 とで も訳すべ きか ）に 至 っ て ， 彼 の テ
ー

マ が ， 現代に お け
’
る新た な 「身分」 の 形 成 の 問題に あ る こ とが 明 らか に な る。 彼の 研

究を 「文化的再生産論」 とい うとき， それを社会移動 ・地位達成研究とは 対照的な視

点 （すなわ ち 「移動」の 開放性へ の 着 目に 対 す る 閉鎖的な 「再生産」の 側面へ の 着

目）に 立 つ もの として の み捉え るの は ，

一
面 的な理 解に す ぎない 。 次の 記述に 注 目し

た い 。

　 こ こ で 提示 されて い る経済的 ・社 会的諸条件 の 領域 と ラ イ フ ・ ス タ イ ル の 領域 との

　関係に つ い て の モ デル は ，
マ ッ ク ス ・ウ ェ

ー バ ーの 階級 と身分の 区分に もとづ き，

　そ れに 再検討を加えた もの で あ る。 こ の モ デル は ，
フ ラ ン ス とい う個別事例 を超え

　 て……階層分化 した あ らゆ る社会に もあて は まる もの で あろ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Bourdieu，
1984，　xii ）

2． ブ ルデ ュ
ーに おけ る文 化 の 把握

　 ブル デ ュ
ーを中心に した 「文化的再生産論」を 厂階層 と教育」研究の 流れ の 中で 検

討す る に あた っ て は ， 文化の 概念を位置づ けて お く必要が ある 。

　 「階層 （文化） と教育」研究 と， そ れが 連な る社会移動 ・社 会的地位達成の なか で

一
番立ち 遅れて い る と思わ れ る の は ， 「文化」 に 関する理 論的考察で ある 。 最 も理 論

的に 整備 され ， それに もとつ く操作概念に よ る 調査 の 枠組 を備え て い るは ずの SSM

調査で も ， 「文化 （的資源）」に 関す る理 論的考察は あま りお こ なわれ て お らず ， そ の

変数化の 方法に は ， 曖昧 さが感 じられ る 。 もち ろ ん ， 「文 化」を変数に 組み 込 む こ との

困難 さ と調査 の 主眼の ちがい に もよ るの だろ うが ， 分析全体 （富永編 ， 1979） の 中で
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教育 ・学歴に 置か れ て い る比重の 大 きさか らすれば ， た とえば ， 次 の い くつ か の 疑問

は 理 論的に 検討 して お く必要が ある 。 「文化的資源」の 保有が 「教育年数」や 「学歴」

の 程 度に よ っ て 示 され る とす る理論的根拠は 何なの か ？　逆 に ， 「学歴」 は 「文化的

資源」 の 保有 の みに か か わ るの か否か ？　そ もそ も同 じ く 「保有」 とい っ て も， 「物

的資源」「関係 的資源」 「文化的資源」 の
， それ ぞれ の 「保有」 の 様式は 同 じ なの か 違

うの か ？　 もし ， 違 うとすれ ば どの よ うに 違 うの か ？

　 ブ ル デ ュ

ーの 研究は ， 「階層 と教育」研究で 立ち遅れ て い た 「文化」 の 理 論的位置

づ けに 大 きな示唆を与える
一 とい うよ りも， む しろ 「階層 と教育」 研究 （さ らに

は ， 社会移動 ・地位達成研究）に 欠落 して い た 「文化を介在 させ た社会的不 平等の 正

当化」 の問題に 目を向けさせ る。 た また ま彼の 研究が 「高等教育機会」 とい う研究対

象を 「階層 と教育」 研究 と共有 して い た か らとい っ て
， 教育機会の 社会階層間格差を

説 明す る要因 の ひ とつ として 「文化」 が位置づ け られて い た の で は ない とい う点に 注

意す る必 要があろ う。

　文化に 社会的不平等の 正 当化機能がある とい うブ ル デ ェ
ーの 議論が成 り立 つ た め に

は ， 各 「文化」 の あい だに 価値序列が形成 されて い なければな らない
。 それ を こ こ で

は 「文化威信 の序列」 と呼ぶ こ とに し よ う。

　 しか し，そ もそ も 「文化威信」な る もの は 個人を超 え て社会的に 実在す るの だろ う

か 。 仮 に 実在す るに して も， そ れぞれ の 「文化」は 文化威信に よ っ て どの よ うに 序列

化 されて い るの で あろ うか
。

ま た
， その 「序列」を支え る社会的な基盤は何だ ろ うカ 

　 日常的に は ， ある 「文化」 は 別の 「文化」 よ りも高級だ ， とい うよ うな社会的評価

（文化威信）の 序列は 実在す る よ うに 感じ られ る一 か つ て あ る演歌歌手は ， あ る音

楽番組で 自分 の持 ち歌が ク ラ シ ッ ク の 声楽家に よ っ て 歌わ れ る の を ききな が ら， 「こ

ん な歌 を歌 っ て もらえる なん て ……
」 を連発しなが ら， ひ ど く恐縮 して い た 　　なぜ

「恐縮」 す る の だ ろ うか ？ 「学会」 とい うこ とばを きくと， それ とか か わ りを もた な

い 人 々 は ， 自分た ちの 生活 と直接的に は 関係は ない に して も， 「学問」の 場 と して
，

一
定程度の 敬意を払 う一 なぜ r敬意」 が払わ れ る の だ ろ うか ？

　 ブ ル デ ュ

ー
は ， 実 生活上 の 必 要か らの 距離の 大 きさに よ っ て測 られ る文化価値が経

済的な価値 とは 相対的に 自立 したか た ちで 成立 して お り，文化威信は そ の 文化価値の

大 きさに よ っ て 定ま ると捉え る。 そ して ， 大 きな文化威信を もつ 「文化」 は ， 他の 諸

諸の 「文化」 の 位置を測 る尺度 と して 用い られ る こ とに よ り， 普遍性を主 張 し得 る

「文化 とし て の 正統性」を獲得す る。 それ ぞれの 「文化」 の ， 「文化 として の 正 統性」

を主 張す る担い 手 ・機関の 社会的位置と性格は
， それぞれ の 「文化」に か かわ る人的

資源 の 動員力 （現 有勢力お よび教 育機能の 確保に よ る 勢力維持 の 可 能性） と ， そ れ ぞ

れ の 「文化」 を 「物」 のか た ち に し て どの 程度集積し， 独 占し て い る か に よ っ て 定 ま

る 。 た とえぽ ， 大学は ， 恒常的な人材養成機能を もち
， 物と して の 「文化的 な財」を

集積 し ， しか も， それ へ の 接近機会を
一

定の 資格要件に よ っ て 制限 して い る
。 それゆ
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「文化的正統性」 を既
に獲得 し，そ の 普遏「生

を主張す る領域

「文化的正統性 」 を獲

得す る途上 に ある領域

現代に お け る 「身分」 と教育

「文化的正統性 」 に関
して は瞹昧な位置 に あ
る領域 （断片 的 な 「文
化的正 統性 」 の み を主
張 し得 る領域）
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（出所）　ブ ル デ ュ

ー
，
1968

， p．125．た だ し ， 訳書に は 従 っ て い ない
。

図 1

えに ， 大学は 教育的権威 ， 文化的権威を有す る もの として 社会的認知 を受け ， 大学に

足場を もつ 「研究分野」， よ り広 くは 「文化」に ， 高い 威信が 与え られ る こ とに な る

の で ある
（2冫

。 これをま とめ れば ， ブル デ ュ
ーの 描い た図 1に な る。

3． 文化威 信 と職 業威 信

　 ラ イ フ ・ス タイ ノレは ，
一

方に お い て 「文化」 へ の 個 々 人 の 趣味 ・噴好に 導か れ て か

た ちつ くられ る と同時に ， そ れを支え る経済的 ・社会的条件に よる制約 も受け る 。

　趣味 ・嗜好は
， 後天的に 習得された もの で あ りなが ら， 個人の それ まで の 意識的 ・

無意識的な経験の 総体を集約 した もの な の で ， あた か も個人に 先天 的に 備わ っ て い る

資質 とか 生得的な属性 の 現れ の よ うに 映 じや す い 。 趣味 ・嗜好の 差 異に 上下の 格差が

生 じる の は ， それぞれ が志向す る 「文化」 の あい だに 「洗練 さ」 と 「俗 っ ぽ さ」 を軸

に した序列 （文化威信の 序列）が形成 され て い るか らで ある 。 こ うして
， 個人を超え

て成立 して い る文化威信の 序列は ， 個 別の 「文化」 へ の 趣味 ・嗜好を介 し て ，個 々 人

の ラ イ フ ・
ス タ イ ル の 格差を生み だ す一方 の 軸 を構成す る 。

　 ラ イ フ ・ス タ イ ル を支え ， そ れ を 制約す る経済的 ・社会的条件の 格差が ， それ ぞれ

の ラ イ フ ・ス タ イ ル の あい だ の 格差を生 み だ す も う
一

方の軸 を構成す る 。 こ こ で い う

「経済的 ・社会的条件に よ る制約」 とは ， 単に 趣味を 追求する ため に 必要 とされ る

「物 として の 文化的 な財」 の 購買力の 高低 （お もに
， 所得 ， 財産に 規定され る）を意
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味す るだけで は ない 。 む しろ， それ 以上 に ， 各職業 がそれ に 固有の ラ イ フ ・ス タイ ル

を要求す る とい う意味が含まれ る 。 それ ぞれの 職業の あい だに は威信の 序列が形成 さ

れ て お り， こ の 職業威信 の 序列 は
， 当然 ， 各職業に 固有の ラ イ フ ・ス タ イ ル に も反映

す る 。

　こ の よ うに 考えれば
，

ラ イ フ ・ス タ イ ル に は
， 文化威信の 序列 と職業威信の 序列が

二 重に 反映 して い る こ とに な る。 こ の 二 つ の 序列は
， 必ずし も重な り合 っ て は お ら

ず ， 互 い に 独立 して 形成 され て い る 。 しか し
， そ うで あるか らこ そ ， た とえば ， 高い

文化威信を もつ 「文化」 を志向し， 高い 職業威信 を もつ 「職業」 の 要求す る 「ラ イ

フ
・

ス タ イ ル 」は ， 双方が 互い に 補強 しあ っ て ， 強固に 「身分」的な 色彩を帯 び る こ

とに な る 。

　教育や 学歴 は ， 以 上 の ような 「職業
一

生活様式
一

文化」 の つ なが りに ， どの よ うに

か か わ っ て くるの で あろ うか
。

こ こ で
， 教育を 「手段性」 と 「自己 目的性」の 二 つ の

側面に 分け て考え て み よ う。 教育の 「手段 性 」 とは ， 教育以外の 享受対象を獲得す る

た め の 手段 として の 側面で ある 。 そ の場合 ， 獲得対象に な るの は ， 富永健一 （1979）

の 用語で い えば ，

’rwa業威信」 だ と考え られる 。 「物的資源」 （所得 ， 財産）が 獲得対

象に なる こ とは ， あま りない で あろ う。 「物的資源」 自体が享受の 対象に な るこ とは

少 ない か らで あ る。 生涯賃金や 初任給 の 学歴間格差は せ ばま っ て きて い る し ， 職業選

択 が，初任給の 高 さ よ りも能力発揮の 機会や企業 イ メ ージな どに 左右され る度合い が

高ま っ て きて い るの で
，　 「教育 （手段）→ 所得 （目的）」 とい う直接的なつ なが りが主

観的に 意識 され る度合い は 弱ま っ て い るだ ろ う。 財産を獲得す るた め に 教育を 手段に

す る とい うつ な が りも見えに くい
。 た とえば ， 「学歴 を手段に して 資産家 と姻戚関係

を結ぶ 」 とい うよ うな ， 学歴取得以前 の 段階で 主観的に 思念 され た野心 の 実現可能性

は
， 結果 として 取得した学歴 を通 じて の 客観的な実現可能性 よ りも， 低 くな るで あろ

う。　「手段的な 関係的資源」 と して の 「勢力 ・権力」　（power）に して も， それ 自体

は享受対象で は な い 。 「人を動か し得る力」は ， それ に 淫す る とい うか た ちで 享受 の

対 象 とな る 自己倒錯的 な契機を 多分に 含 ん で い る 。 とは い え ， 本来 ， 手段的な 「勢

力 ・権力」が 「手段 と し て の 教育」 の 目的に な る とい うつ なが りは ， や は り成立 し難

い
。

こ れ らに 比べ れ ぽ ， 「報酬的 な関係的資源」 と して の （職業）威信は ， そ れ 自体

が享受の 対象で あるが ゆえに ， 「教育 （手段）一
職業威信 （目的）」 の 連関は 極め て 明

白に み えやす い 。 こ の よ うに みて くれ ば ， 教育は ， 何 よ りも享受対 象 として の 職業威

信 の 獲得を 目的 とす る ， とい う点に お い て
， そ の 「手 段性」 が認識 さ れ る と い え よ

う。 そ して
， 「手段 と して の 教 育」 の 有効性 に 関す る序列 は ， 職業威信の 序列を反映

す る 。 「手段 とし て の 教 育」 は 職業威信 を介 して 職業に つ なが り， それ に よ っ て ラ イ

フ ・ス タ イ ル を支え る経済的 ・社 会的 条件 と関連を もつ こ とに な る 。

　で は ，　 「文 化的資源」 としての 知識 ・
技能 ・教養の 習得が 目的に な り， 教育がその

ため の 手段に 位置づ け られ る ， とい うこ とは ない の で あろ うか 。

一
見 した とこ ろ ， こ
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の つ なが りは 明 白で ， 人は これに よ っ て も動い て い る よ うに 思え る
。

しか し
， 知識 ・

技能 ・ 教養の 習得は ， 教育の 「手段性」で は な く， 教育の 「自己 目的性」 の側面に か

か わ る もの とい え る 。
ブ ル デ ュ

　’一　hX見事に 明 らか に した よ うに （Bourdieu， 1977 ； ブ

ル デ ュ
　一一

，
1986）， 学習 とい う営為は ， ある こ との 学習それ 自体が 自己 目的化 され ，

学習対 象へ の 没入 を （意識的に も無意識的に も）と もな わない か ぎ り，
ハ ビ ト ゥ ス と

して 身体化 され ， 身体に 定着す る こ とは な い 。 こ れ が教育の 「自己 目的性」 で あ る。

　知識
・
技能 ・教養の 総体 と して の 文化に も 「手段性」 と 「自己 目的性」 の 二 つ の 側

面が ある 。 文化の 「手段性」 と 「自己 目的性」は ，
ブ ル デ

ュ

ーの い う 「必要性か らの

距離」 （Bourdieu， 1984
，
　 pp，53− 6）の 大小 を軸に して ， そ の両極に 位置する 。 「必 要

性か らの 距離」 が増すに つ れて 「自己 目的性」の 側面が強 ま り， 「距離」 が減 るに つ

れ て 「手 段性 」 の 側面 が強ま る。 教 育の 「自己 目的性 」 と文化の 「自己 目的性」 は 密

接な関連 を もち ， 互 い に 不即 不離の 関係 に あるが ，

一
応 ， 区別 して お く必要 は あろ

う。 また ， 教育の 「手段性」 と文化の 「手段性」は 全 く別の もの で ある 。 「手段 とし

て の 教育」 の 側面か らは ， 職業威信 の 獲得が 目的 として位置づ け られ る の に対 して ，

「手段 として の 文化」 の 目標は ，各職業に おけ る職務の 遂行に か か わ る もの で ある 。

また ，文化 の 「手 段性」 と教育 の 「目的性」は 無関係 な も の で は 決 して ない 。 た とえ

ば ， 学習者に と っ て あ る文化の 習得が別 の 何か を獲得す るた め の 手段 として 位置づけ

られ て い た として も， それを 習得す るこ とが い っ た ん は 自己 目的化 されね ばな らな

い 。 教育が 「自己 目的性」 の契機を もた なければ， 文化は ， い か なる性格 の もの で あ

れ ， 習得 され る こ とは ない （た だ し ， この こ とは 学習す るこ との 「自覚化」「意識化」

とは 関係ない ）。 文化 の 「手段 性」 とは ， 習得され て 身体化 され ， 身体の なか に 定着

した あ とで ， は じめ て そ の 「手段性」を発揮 し得 る もの な の で あ っ て
， そ れを 習得す

る以前の 段階で の 「手段 性」 は ， 社会的 に 実在 しな い
。

　文化の 「自己 目的性」 と 「手段性」 を両極 とする 「必要性か らの 距離」 の 軸は ， 文

化威信の 格差 を形成す る軸 で もある。
い わゆる 「世俗的 な利害」 や 「目先 の利害」 に

囚わ れな い とい う 「超越化」 の 迂 回路をた どる 「文化」 ほ ど， 高い 文化威信を享受す

る 。 そ して
， 高い 文化威信を もつ 「文化」 ほ ど， そ の 習得の 自己 目的化 の度合い が 高

くな る と考え られ る 。 文化の r自己 目的性」 は ， この よ うに し て教育の 「自己 目的性」

と密接な関連を もち ， 「自己 目的性 」 とい う側面か らみた とぎの 教育 の あい だ の 序列

は ， 文化威信の序列を反映す る 。 「自己 目的 とし て の教育」 は 文化威信を介 して特定

の 「文化」に つ なが り， そ の 「文化」 を志向す る趣味 ・嗜好に よ っ て ラ イ フ ・
ス タ イ

ル をか た ちつ くる。

　以 上 の よ うに
， 教育を 「手段 性」 と 「自己 目的性」 の 二 面 に お い て 捉 える と， 教育

の 結果 とし て個 々 人に 与えられ る 厂学歴」に も， ラ イ フ ・ス タ イ ル と同 じく， 職業威

信 と文化威信の 二 つ が反映して い る こ とに なる 。 そ して
，

こ の 二 つ の 威信に もとつ く

2 種類の 序列化 の 軸は ， 「学歴」 とい う標識の 序列化に も， それ ぞれ （関連 は ある もの
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の ）別箇に 作用 して い る。
つ ま り， 職業威信の 序列を 反映 した 「学歴 」序列 と， 文化

威信の 序列を反映 した 「学歴」序列の 二 つ で ある
（3）

。 学歴は ，単に ラ イ フ ・ ス タ イ ル

を表示 す るだ け の もの で は ない 。 双方 の 関係は
， もっ と錯綜 して い る 。 「学歴」 は ，一

方に お い て
， それ に み あう文化威信 と，

一定の 「文化」へ の 趣味 ・嗜好を通 じて か た

ち つ くられ た 「ラ イ フ ・ス タ イ ル 」を ともな わな い か ぎ り， 「地 位表示機能」 （天野 ，

1983）を もち得な い 。 また ， 他方に お い て 「学歴」 は ， 「手段 と して の 教育」 の 有効

性 の 序列に 見合 う職業威信を もつ 「職業」を通 じて ， ラ イ フ ・ス タ イ ル を支 える経済

的 ・社会的条件が充た されなければ ， r地位形成機能」 （同上 ）を も っ た こ とに はな ら

ない 。 逆 に
，

「ラ イ フ ・ス タ イル 」 は ，

一方に お い て ， 「自己 目的 とし て の 教育」 を通

じて 結果的に 獲得 された 「学歴」 とい う標識を ともな わ な ければ ， 文化威信 の 序列の

中で の みずか らの 位置 を確定し得ず ， た とえば 「若者文化」 とい っ た 「世代」 に よ る

曖昧 な区分に よ っ て， ラ イ フ ・ ス タ イ ル 相互 の境界が不 明確に な っ て しま う。 また ，

他方に おい て 「ラ イ フ ・ス タ イ ル 」は ， 「手段 として の 教育」を通じて 獲得された 「職

業」 に よ る経済的 ・社会的基盤とい う支えを もた なければ ， 脆 弱な もの に な っ て しま

う。 特定の 「ラ イ フ ・
ス タ イ ル 」 が閉鎖的な 「身分」 の 形成 に 至 るため に は ， 「学歴」

が文化威信 と職業威信の 双方を ， 同時に ， しか も実質的に 表示 し ， それ に よ っ て 他 の

ラ イ フ ・ス タ イ ル との 格差 の 存在が示 され る こ とが条件 となる 。

4． 「身分 」 形成 の 兆 しは うか がえ る か ？

　教育を介 し て 閉鎖的な 「身分」 が形成 され る兆 しが 日本に み られ るか否か
一

こ の

問題の 考察に あた っ て は
，
3．か ら二 つ の 条件が摘出された 。 第

一 の 条件は ， 「手段 と

して の教育→ 目的 として の 職業威信→ 職業→ 生活様式を支 える経済的 ・社会的基盤」

の つ なが りが ， 特定の 「生活様式」 （ラ イ フ ・ス タ イ ル ）に お い て
， 他 とは 隔絶 した

か た ちで成立 して い るか否か 。 第二 の 条件は ， 「自己 目的 としての 教育→ 特定の 「文

化」 を志向す る趣味 ・嗜好 の形成→ 生活様式」 の つ なが りが ， 特定 の 「生活様式」 に

お い て
， 他 とは 隔絶 した か た ちで 成立 して い るか否か

。

　1975年 SSM 調査に もとつ く今田高俊 と原純輔の 論文 「社会的地位 の
一

貫性 と非
一

貫性」 （富永編 ， 1979）は ， こ の 問題の 考察に 興味深い データ を与え て くれ る
｛4 ｝

。 ま

ず ， 今田 と原の 分析を要約 してお こ う。

　今田 と原は 社会的地位を規定す る変教として （職業）威信 ， 学歴 ， 所得 ， 財産， 生

活様式
（5 ）

， 勢力 の 六 つ を 選び ， そ れぞ れ を 5段 階に 尺度化 して ク ラ ス タ
ー

分析を お こ

ない
， 六 つ の 階 層ク ラ ス タ ーを析出 して い る。

こ の うち ，
こ こで の議論に 関連を もつ

四 つ の ク ラ ス タ
ー

， すなわ ち ， 出発 ク ラ ス タ ーとして の rl 」 とその 到達 ク ラ ス タ ー

「A 」， 出発 ク ラ ス タ ー 「H 」 とその 到達 ク ラ ス タ
ー 「皿」 の階層 セ ン タ ー ・パ タ ー

ン （図 2 ）と ， それ ぞれ の ク ラ ス タ ーの 属性 （表 1 ）を示 し て お く。

　学歴 と生活様式の 関連に つ い て の 今 田 と原の 分析は 次の よ うに ま とめ られ る （187

一 98 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

現代に お け る 厂身分」 と教育

AI

H
皿
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丶

’　　　　　　　　　／

’　　　 減 ／

丶

＼
丶 1

、丶
　

丶

℃ 、’
、

丶

　＼
（ノ
へ

＿
ノ ＼

∀
ハ

5

4

3

2

　　　　　　　　威 　 学 　 所 　 財 　 生 　 勢
1

　　　　　　　　 イ言　　　　歴　　　　　そ尋　　　　iiF．　　　　才舌　　　　力
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 式

（注） L　 引用論文の 図か ら， こ こで の 議論に 関連す る四 つ の ク ラ ス タ ーの み 示 し

　　　　て ある 。

　　　2．　 引用 論文の 図 とは異 な っ て ，
こ こ で は 出発 ク ラ ス タ ー 1 （細実線） とそ

　　　　の 到達 ク ラ ス タ ーA （太実線）， 出発 ク ラ ス タ ー 1 （細破線） とその 到達

　　　　ク ラ ス タ ー皿 （太破線）とい う線の 区別を お こな っ て い る 。

（出所） 今田 ・原 ，
1979

，
173頁

　　　　　　 図 2 階層 ク ラ ス ター別の 階層 セ ン タ ー ・パ タ ー
ン

〜8頁）。

  「生活様式 と学歴」 の相関 （積率相関係数．339） は 「威信 と学歴」 （．446）に 次

　い で 高 く，  
’
学歴が高 くなれ ば 文化的な生 活様式に か ん す る知識

・
情報 も豊か

　に な り， そ の 機会の 享受に か んす る 志向 も高ま る と考え られ る 。

  　生活様式は職業威信 と もか な り相関 して お り （．317），  
’

学歴が職業威信を経

　 由 して 文化的な生活様式の 水準に 介入す る度合い がか な り高い と考え られ る。

  ク ラ ス タ ー 1で は ， 生活様式は 学歴 よ りも低 く位置 して所得 と
一

貫的なパ タ
ー

　 ン を示 し，  
’
余暇生活機会の 享受に 対する 経済的裏付け と して の 所得の 重要性

　 を暗示 す る 。

  　た だ し ， 所 得 と生活 様式 との 相 関 はあ ま り高 くな い の で （．226），  
’

経済的資

　源が豊か で あ りさえすれば生活様式の 水準 も高くなる とは い えない
。

  年若い 年齢層を中心 とする ク ラ ス タ ー 1 ， H の あ い だ に は
， 職業威信や 学歴に

　大 ぎな階層的格差が ある に もか か わ らず ， 生活様式の 水準は 一致 して お り，  
’
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衰 1　各階層ク ラ ス ターの 属性

出発 ク ラ ズ タ ー
到達 ク ラ ス タ ー

巨ラ ・ ・［，1
● 事務的 ・

専門的 ・管理 的職業従事者

・ 一般 従業者で 役職な し ， もし くは 中間

管理職

● 高学歴 の エ リ ー ト 。ホ ワ イ ト カ ラ ー

■ 20− 30歳代

一
一 匠 ス ・［・ 1

・ 上 層を 形成す る ク ラ ス タ ー

● 専門的 ・ 管理 的職業従事者

● 上級 ノ ン マ ニ
ュ ア ル

● 高学歴

● 高所 得

● 40− 50歳代

巨ラ ・ 矧 ｝
● 事務的 ・

熱練的 ・半熟練的 ・販売的職

業従 事者

● 一般 ノ ン
▼
マ ニ

ュ ア ル ， マ ニ
ュ ア ル

．
一

般従業者で 役職な し ， ある い は 現場

監督な ど

● お もに 高卒
● 20歳代が 中心

一一 ［・ ラ ・ ・到
● 一般 ノ ン マ ニ

ュ ア ル と マ ニ
ュ ア ル

， 農

業

●
一

般従業者，個人 ・自由業主 ， 自営業

主

● フ オ ア マ ン

● 中卒 と高卒

● 比較的高所得

・ 40歳代を 中心 とす る 30− 50歳代

（出所） 今 田 ・原 ，
1973

，
174− 81をま とめ た もの

こ れは 生活様式に か んす る 世代的変化 の あ らわ れだろ う （生活様式に か ん す る

「世代的分配規則」）。  
”

しか し， 現在は一
致 して い る ク ラ ス タ ー 1 ， IIの 生活

様式の 水準は ， 年齢 とと もに 次第に 学歴主義的分配効果が あ らわ れ て （1 → A ，

矼→ 皿）， 1 と H の あい だ で ある程度 の 格差が生 じる こ とは 間違い な い だ ろ う。

　まず，
「身分」 形成を促す第

一
の 条件に つ い て 検討 して み よ う。   ，   に もとつ く

 
’

で 示 され てい る 「学歴
一

職業威信
一

生活様式」 の つ なが りが確か で あれ ば， 第一

の 条件は充 た されて い る と考え て もよい だ ろ う。 今田 と原が  
”
で 示 し て い る見解 （生

活様式に か ん す る 「学歴 主義的分配 規則 」 の 顕在化）は
，

こ の 裏付け と解釈 する こ と

がで きる。 しか し，   に もとつ く 
’

の 見解 （生活様式の 「世代的分配規則」）は ， こ

れを 否 定す る もの と考 え るこ と もで きる 。

　結論を 先取 りして い えぽ， 生活様式 も， 「世代的分配規則」 よ り 「学歴主義的分配

規則」 に 従 っ て い る と考え る方が妥当な よ うに お もわれ る 。 今田 と原が生活様式 の水

準の ち がい を 「世 代」 に よる ちがい として 捉 えた の は ， お そ ら くそ の 「文化」的側面

に 着 目した か らで あろ う。 文化 に 関 して は ， 「児童文化 」 「青年文化」 「若者文化」 と
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い うよ うに ， 世代 （とい うよ りは年齢層）に よ る 区分が よ くお こなわれ る 。 しか し，

「若者文化」 とい うと きの 「文化」 は
， 特定の 年齢層に 特有 の 「行動様式」 を意味 し

て い る こ とが多 く， その年齢段階を通過 し て 中年 ・壮年 の 段階に さ しか か っ た とき ま

で 持続す る 行動様式とみ なすの は 妥当だ ろ うか 。 また ， 「風俗」 と して の 「若者文化」

は ， た ち ま ち 「若者 フ ァ ッ シ ョ ン 」 と して商品化 され た よ うに ， 文化の 領域に 固有の

論理 よ りは ， 経済の 領域に 固有の 論理 に よ っ て か た ちつ くられ ， 変化 し て い く側面を

強 くもっ て い る 。 した が っ て ， 世代や年齢に よ っ て 区分 された 「文化」 は ， ブ ル デ ュ

ーの い う 「身体化 され た ハ ビ ト ゥ ス 」 の 層に ま で と ど く， 持続性 の あ る性 向の体系を

形成す る とみ な して よ い ものだ ろ うか 。 こ こで い う 「世代的分配規則」 は 「年齢分配

規則」 と同義で あ り， しか も， 暦年齢それ 自体は ，

一
定 の生活様式を支え る経済的 ・

社会的条件を直接的に 規定す る もの で は な い だろ う。

　今田 と原 は ，慎重に ，生活様式が年齢 と ともに 1 は A に
， H は IEに ， そ の ま ま 変化

して い く， とは 断定 して い ない が，現在一致 して い る 1 とE の あい だに ， 将来は 格差

が生 じて い くと推測する 。 こ の 推測 は十分な リア リテ ィ を もっ て い る重要な指摘だ と

思わ れ る 。 生活様式に 関 して は ， 現在 の状態 と将来 の 見通 し との つ なが りに つ い て の

個 々 人 の 「主観的に 思念され た意味づ け」 （ウ ニ

ーバ ー） が重要だ ろ う。 た とえば ，

20代 ，
30代の 人が ， 自分の 職場 の 40代 ， 50代の 上 司に 10年先 ・20年先の 自分 の 姿を重

ね あわ せ て み る とき， 上司の 生活様式と現在の 自分の 生活様式 との あい だ に か な り大

きな格差が あ っ た とし て も， 現在の その 格差は ， 自分に と っ て は将来 も乗 り越え る こ

との で きない 絶対的な 「身分」格差だ ， とは感 じない で あろ う。 む しろ 逆に ， 人は 1

に 属 して い れ ば ， 1 → A の つ なが りの なか で ， A に 対 して 大い な る 「期待」 とときに

は 「反発」 を感 じなが ら， ∬に 属 して い る人な らば， 矼→ m の つ なが りの なか で ，H正

に 対 して 大い な る 「反発」 と ときに は 「悲哀」 を感 じなが ら， 将来 の 自分の 姿を重ね

あわ せ る の で は ない だ ろ うか 。 1 に 属す る人 と H に 属す る人 とは ，同年齢層で 現在 は

類似 の 生活様式を もち なが らも， 学歴 と職業威信の 階層的 格差 ゆ えに ， 決 し て 同
一

の

「身分」 に 属 し て い る とは 感 じない の で は ない だろ うか
。

　こ の よ うに 考えれ ば ， 生活様式に 関 して も ， 1 とH の 類似性 よ りもA と皿 の 格差の

存在の 方に 注 目す べ きで あ り， 職 業威信 と同 じ く 「学歴主 義的分配規則」 に した が っ

て い る とみ なす方が 妥当だ と思える 。 教 育を介 した 「身分」 形成 を 促す 第一の 必 要条

件は ，
こ の デ ータ で み る限 り， 充た され て い る とい えな い こ と もない だ ろ う。

　で は ， 教育を介 した 「身分」形成の 第二 の 条件に 関 し て は ど うだ ろ うか 。 今田 ・原

の 分析 の なか で 述 べ られ て い る   に もとつ く 
’

や ，    
’

  を承けた  
’
の 見解は ，

こ の 第二 の 条件に か か わ る もの で は あ るが ， 断片的な推測に すぎな い 。

　第二 の 条件に つ い て 考察す るた め に は ， 最初か らこ の テ ーマ に絞 っ た デ ータ を収集

す る以外に は ない 。 まずそれ ぞれ の 「文化」 「余暇活動」 の あい だに 文化威信の 面で

どの よ うな 格差が あ り， どの よ うな序列が形成 され て い るか が 明 らか に されね ば な ら
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ない
C6）

。
こ の 場合 ， ブ ル デ ュ

ーの い う 「必要性か らの 距離」 とい う軸が妥当か 否か
，

さ らに それ以外 の 軸を設定す る必要の 有無 も考えに 入れて お か な けれ ぽな らない 。 次

に ， こ の 文化威信の 序列 と職業威信の 序列 との対応関係を調べ てみ る必要が ある 。 仮

に ， こ の 二 つ の 威信 の 序列 がか な り安定 して い る とした ら， 特定の 「職業」に 特定の

「文化 ・余暇活動」が 「ふ さわ しい」 とい っ た社会的通念 の成立 して い る こ とが十分

に 考え られ る c6）
。 第三 に ， 趣味 ・嗜好に もとつい て 個 々 人が 実際に お こ な っ て い る

「文化 ・余暇活動」 と ， 個人の それ 以外 の 属性 （職業 ， 学歴 ， 年齢 ， 性別……）との

関連の 問題で ある 。 こ れに 関し て は
， ce−一， 第二 の 作業に よ っ て 各 「文化 ・余暇活動」

を整理 すれば ， 既存の 調査デ ータ で もか な り使えるだ ろ う。 そ し て 第四 に
， 趣味 ・嗜

好の 世代間の 再生産 ・継承の 問題が ある 。 そ の 際に は ， 特定の 「文化」 へ の 趣味 ・ 嗜

好の 形成は ， 経済的 ・社会的条件に よっ て 規定 され る度合い が 高い の か ， それ と も，

そ うした ， い わば文化 「外」 的な要因で は な く， 文化 自体 の も つ 慣性力 （ブ ル デ ュ

ー
，
1968）に よ っ て継承

・
再生産 され る度合い が大 きい か ， 検討す る必要があろ う。

　第
一

，第二 の 作業を踏 ま えて は い ない に せ よ，第三 ， 第四に 触れた 各種 データ を眺

め てみ る と， 余暇 活動 ・文化活動に は 本人の 学歴や 職業に よる差がみ られ る
（7）

， また

父親 の 職業 と本人 の 余暇活動 ・文化活動
（8〕

， 親 の 余暇活動 ・文化活動 と本人の それ と

の あい だ の 関連
 

も認め られ る 。 だ とすれぱ ， 問題 となる の は ， そ の 関連が どの 程度

閉 じた 系 を形成 してい るか ， とい うこ とである。 そ こ まで 踏み 込 んで 議論 した とき

に ， 本稿 の最初に 提起 した 問題
一

現代の 日本に お い て新た な 「身分」 形成 の 兆 しは

うか が え るか ， とい う問い へ の 答えが用意 され る こ とに な るだ ろ う。

〈 注〉

（1） ウ ェ
ーバ ーの 「階級 と身分」 taつ い て の 議論は 周知で あるが ， 以下 の議論の 下敷

　き として
， や や 長 くな るが 引用 して お きた い

。

　身分状況 とは
， 人間諸集団に と っ て の 社会的名誉に 関する シ ャ

ー ン ス を意味す る

が ， そ の シ ャ
ー ン ス は ， 第

一
次的に は ， そ れ らの 人間諸集団の 生活様式の （した が

っ て ， 多 くは 教育の）相違に よ っ て 制約 されて い る 。 が ， 第二 次的に は
一

この 点

で 支配の 諸形態の 用語法 と関係を もつ こ とに な るが一 一
支配権 ， あ る い は ， なん ら

か の 収入ない し営利に 関する シ ャ
ー

ン ス の独 占が 当の社会層に 法的に 保証 されて い

る事実 と関連を もっ てい る こ とが多 く， 典型 的 で もあ る。 した が っ て，あ る 「身分」

とは ， 〔……〕生活様式 と ， 習 律的な独 自の 名誉観 と ， 法的に 独 占を み とめ られた

経済的 シ ャ
ー ン ス とに よ っ て （……な ん らか の 形 の ゲ ゼ ル シ ャ フ ト関係 とし て ）結

合 さ れて い る よ うな人間集団 で ある 。 そ して
， それ らの 集団 間に お け る交際 と通婚

とが ， 同 一の 身分に 属す る とい う評価が あた え られ るた め の 典型的 な 特徴 で あ っ

て ， そ れ らが 行われ ない の は 身分が 異な っ て い る こ とを意味す る 。 これ に 対 して

「階級状況」 とい うの は ， 第
一

次的に は 経済に 関連を もつ 類 型的な状況 ，
つ ま り，

一
定の 財産所有 ・ある い は 欲求 され てい る仕事 の熟練に 制約 された ， 生計 お よび営
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　利に 関す る シ ャ
ー ン ス を指 し ， また 他面 で ， それか ら帰結す る

一
般的 ・類型的な生

　活諸条件を も指す こ とに な る 。 「身分状況 」は 「階級状況 」 の 原因 と もな りうる し ，

　結果で も あ りうる の で あ っ て ， 必ず そ の どち らか だ とい うよ うな こ とで は ない
。

　 〔……〕現今の社会は と くに 階級的 な分化が顕著で あ り， しか も特殊的に 営利 階級

　の 姿を とる度合が大きい 。 けれ ども， 「教養」 層の 独 自な身分的威信とい うか た ち

　で ， きわ め て 判然 とした 身分的分化 の要 因 （外面的に は
， 学士号所有者の 経済的独

　 占や 彼 らの社会的優先 の機会に い ち ばん は っ き りと現れて い る）を も包 含 し て い

　る。 （ウ ェ
ーバ ー

， 1972， 94− 6
。

一
部訳文を 省略 した り簡略に し て あ る）

（2＞ こ れ に 関 して は ， 『再 生産』の 第一
部の 「教育的権威」 お よび 「学校教育制度」

　に 関す るブ ル デ ェ

ーとパ ス ロ ン の 議論 （Bourdieu＆ Passeron
， 1977

，
　 PP．11− 31

，

55− 67）， イ ギ リス に お け る 教育社会学 の 学問 として の 正統性獲得過程 に つ い て の

　分析 （バ ー
ン ス テ ィ ン

，
1985

，
171− 4頁）を 参照 。

（3） 天野 （1983，
47− 8頁）は ， 用語 こ そ異なる もの の ， これ と同 じこ とを述べ て い

　る。 「地位形成機能の 強弱に よ る学校歴 の序列 と， 地位表示機能に かか わ る それ と

　は ， け して 完全に 重な りあ うもの で は な く， 教育の 大衆化や 高学歴化が 進め ば進む

　ほ ど， 重 な りあわ ない 部分が大 き くな っ て い くとみ て よい 。 なぜな ら地位形成機能

　に お ける学校歴が ， ひ とよ りも高い 地位を獲得す るため の 手段 で あるの に対 して
，

　地 位表示機能に おけ る学校歴 は ， ひ と よ りも高い社 会的地位に ある こ とを表示 する

　手段……で あれ ば よ い か らで ある 。

……地位表示 機能の 場合に は ……
， 顕在的 ・潜

　在的な カ リキ ュ ラ ム をふ くむ 『学校文化』の 違い が ， 重要な 意味を もっ て い る 。
つ

　 　 　 　 　 　 　 ロ　　　コ　　 　　　　　 　　　　　　サ　　　■　 　　の　　 　リ　　　コ　 　 　　　　ロ　 　　　　　　　　 　　サ　　　ロ　 　　ロ　　　の　 　　，　　　■　　 　　　　　　　 　　　　　■　　 　■　　 の　　 　の　　　　　　 　　　　　　　 　　　

　ま りそ こ で は学校は
， 社会的な地倖の 差異を表示 するに ふ さわ し い 文化を もっ て い

　るか ど うか に よ っ て 序列づ け られ ， 選択 され る の で あ る。 そ し て そ うした 「差異表
　 　　 　　　　　　　　　　ロ　　 　コ　　 　ロ　　　ロ　　 ．　　　ロ　 　 コ　　　　　 　　　　　　．　 　　　　 　の　 　　コ　　　　　 　　ロ　　　ロ　　　ロ　　　ロ　 　　　　　　り　　　　　　 　じ　　　　　　 　■　　 リ　　 　コ　 　　ロ　　 　の　　　サ　　 　■　 　　　　　 　ロ　　　　　 　　ロ

　示記号」 として の 学校文 化を ， よ り鮮明なか た ち で もつ の が公立学校 よ りは 私立学

　校であ る……
。

……ア メ リ カ と 日本で ， 最近……私 学 ブ ー
ム が 起 こ っ てい る こ と

　は
， その 意味で きわ め て 象徴的 で ある」（強調点は 引用者）。 確かに 日本で も， 昭和

　40年代半ばすぎか ら50年代前半に か け て の 大学進学率の 急上 昇期を経 て ， それ が一

　段 落し ， 国立大学の 「共通
一

次」 が始ま っ た あた りか ら， 受験生 の 志望大 学選択

　に
， 単な る 「偏差値序列」 だ けで は とらえきれない 別の 選択基準が作用 し始め て ぎ

　た とい う印象を 筆者は もつ
。 た とえば ， 「日東駒専」 とか 「JAL （R ？）・パ

ッ ク 」

　 とい っ た 軽妙な ネ ー ミ ン グ は
， 同程度 の 文化威信を もつ 「文化」 とい う点で 共通 し

　 て い る グ ル ーピ ン グがお こ なわ れ て い る こ とを暗に 示 して い る よ うに 思 われ る 。 も

　 しこ れが事実で あ る と した ら， 新た な 「身分」 形成の 一方の 条件の 充足 （共通の 趣

　味 ・噛好に よ っ て か た ちつ くられ る ラ イ フ ・ス タ イ ル ）に深 い かか わ りを もつ こ と

　 に な る 。 そ して ， さ らに それ ぞれ の グ ル ー プ毎に 出身家庭 の 経済 ・社会的階層の 偏

　 りや 閉鎖性 が存在す る と した ら ， 経済的 ・社 会的格差 の 正 当化に ， 新た な 「身分」

　格差が機能 し始め た こ とに な る とい え ない だ ろ うか 。 以 上の観点か らの 受験生 ・在

　学 生 の 志願校選択の パ タ ー ン に 着目した学校 分類は まだ お こ なわ れ てい ない 。

（4） 『日本の階層構造』 （富永編 ， 1979）に 収め られて い る他の 諸論文が ， 地位達成の

　手段 として の 側面か ら教育や学歴 を捉えて い るの に 対 して
，

こ の 今 田 ・原論文に お

　 け る教 育や学歴 の 位置づけは 微妙で あ る 。 それ は ， r地 位の 非一貫性 問題」の 検討 と

　 い う問題 設定が ， 日本に お け る階層構造を把 握 す るた めで あ る と同時 に
， 社 会的不

　 平等の 正当化 の 原理に もか か わ る理 論的射程を含 ん で い るか らで あ る 。 同書の 別の

　箇所で 今田 （1979，
91− 2）は

， 産業社会に お ける 「社会シ ス テ ム に とっ て の 機能

　 的要請 で ある階層化 （不 平等の 制度化） と市民社会的要求 として の 平等化 との あい
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　だ の 最適な バ ラ ン ス を 実現するた め に 分化させ た 原理 ない し制度」 とし て 「機会均

　等 の原理」 と 「分配規則 の多次元 に よ る画一的 な不 平等構造の 解消」 の 二 つ を挙げ

　て い る 。 前者の 原理 に も とつ い て 教育や 学歴が手段 とし て 位置づ け られ る の に 対 し

　て
， 後者に 立 脚して 設定され る 「地位の 非

一
貫性問題」 で は ， 学歴 は年功序列 ， 世

　代 ， 年齢 とと もに 社会的資源の 分配規則の ひ とつ に 数え られて い る
一方で

， 社会的

　地 位を規定す る地 位変数の ひ とつ として 社会的資源の ひ とつ に も位置づ け られ て い

　 る よ うに お もわ れる 。 「学歴」 の扱い が微妙に 感 じ られ るの は そ の た めで あ る 。

  　生活様式 ス コ ア は ， 9 項 目に つ い て
， 「か な りある」 「少 しある」「な い 」に 2 点，

　 1 点 ， 0 点を与え ， 合計点を カ テ ゴ ライ ズ して 5 点尺度を構成 した とい う。 9 項 目

　とは
，   映画鑑賞，   食事に 招 く ・招か れ る ，   ゴ ル フ ・テ ニ ス ・ヨ ヅ ト

，   登

　山 ・ハ イ キ ン グ ・ス キ ー
，   小説 ・歴 史物 の読書 ，   二 泊以上 の 国内旅行，   海外

　旅 行 （出張をか ねた もの を含む），   芝居見物 ・コ ン サ
ー

ト ・展覧会 ，   楽器演奏
・

　け い こ ご と （長唄 ・小唄 ・民謡な ど），で ある 。

　　こ こ で 問題 とな る の は ，
こ の 9 項 目が どの よ うな基準に よ っ て 選ばれた か ， とい

　 う点で あ る 。 それぞれ の項 目の 特徴の ちがい に つ い て は ， 日常感覚に 頼 っ て 眺め て

　み れば，なん とな くイ メ
ージ が浮かぶ （た とえば ，   は 「高級な ス ポ ーツ 」 とい う

　イ メ
ージ）。 しか し ，

「ゴ ル フ 」 に は 文化威信だけで な く， 職業威信の 反映 も認め な

　い わ けに は い か な い
。 そ の 点で 「ヨ ッ ト」 とは 異なる性格を もつ よ うに 思わ れ る 。

　また ，
「出張をか ねた 海外旅行」とそ れ以外 の 私費に よ る 「海外旅行」は ， 年齢層 も

　職業も大い に 異な る こ とが考え られ る 。 さ らに ， 余暇活動に は ， 経済的 ・社会的条

　件の 充足だけで な く， それを志向する趣味 ・ 嗜好の 形成 と技量 の 習得を前提 に す る

　 もの と ， そ うで ない もの が ある （た とえば 「楽器演奏」は前者）。 要す るに ， 「文化

　威信」 の 序列 とそ の 基盤に つ い て は ， 理 論的な検討を 経て ， これ 自体 ， 独立 した テ

　ー マ として 経験的に 研究して お く必 要が あろ う。

  筆者 も参加 して い る首都圏の 大学生を対 象に した 調査 （宮島喬 ・ 藤田英典ほ か ，

　1986年春実施，執筆時点で は 集計 中） で は ， 各 「文化活動」の 文化威信に 関連す る

　質問 （厂上 晶」か 否か ）や ， 各 「職業」との イ メ ージ の つ なが りを 調べ る項 目を盛 り

　 込 んで ある。

  　た とえば ， 経済企 画庁 『生 活時間に 関する調査』， 総務庁 『社会生 活時間調 査』

　な ど参照。

（8） た とえば，宮島 ・田中 ， 1983参照 。
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